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 地域自慢  長生きって・・・いいね！ 

―岐阜市議会議員・堀田 信夫さん 

団地に移り住んだのは昭和５３年

でした。毎朝、家族全員が車に乗

り込み長良川沿いを、市街地の保

育所・岐阜駅・職場へと向かいま

した。目まぐるしく過ぎていく日々

でしたが、子どもの「景色はいいし毎

日遠足みたいやね」という言葉が救いでした。気がつ

けば夫婦２人の生活です。ご近所にも高齢世帯が目立

ちます。そこにはいくつもの課題がありますが、長生き

は喜ばしいことではないでしょうか。 

高齢化率の高さは、若者の少なさでもありますが、長

生きできる町の証でもあると受け止めたいです。地域に

は年を重ねた方々が、その実力を発揮しておられる経

験がいくつも生まれています。里山整備・みどりっこバ

ス・コンサートなど“地域自慢”が高齢者の手によってい

くつもつくられています。時々やってくる子どもや孫が

みどりっこバスを楽しみ、里山で遊び「自然っていいね」

って、うれしいことを言います。 

誰もが元気に楽しく暮らせる町には、若者の息吹が

よみがえってくると信じています。          □■ 

                            

 芥見東  子ども達が戻って来たい町に 

―大洞支部長・玉田 忠道さん 

６０歳を迎え会社も現役引退になり、その後は会社勤

めを継続しながら、趣味のゴルフやテニス、畑作り、友

人たちとの旅行や孫たちに会うことの楽

しみなどでノンビリ暮らしてきました。 

この度、久しぶりに自治会の支部長

を仰せつかり、連合会の「新旧支部長会」「連合会総会」

「月例支部長会」のほか、地元では「新旧役員引き継ぎ」

「月例役員会」など慌ただしい一か月間を過ごし、今後

のことを思うと少し不安になっておりました。 

一方で地元の子供神輿にも付き添い、若い世代の

親御さんや元気な子どもたちと触れ合い、久しぶりに

若返った気がいたしました。自治会の方々のお骨折り

で地域の高齢化対策の一つ「みどりっこバス」の運行も

良好で、私たちの未来も明るくなった気がします。 

これを機会に、子どもたちがここに戻って来たいと思

えるような芥見東にしていきたいと思います。   □■ 

 奈良県 「みどりっこバス」いいですね 

―王寺町自治連合会会長・井村 知次さん 

  王寺町は人口２万３千人、面積７㎢の町ではありま

すが、奈良県の西の玄関口、交通の要衝として発展し

てまいりました。行政としても平井町長を先頭に、職員

一丸となって町づくりに取り組んでいるところであります。

町づくりには住民の力、参加が絶対に必要であるとの

認識から、行政のみに頼るのではなく、自治連合会とし

て何を為すべきか、何が出来るのか、議論を重ねなが

ら活動を続けております。 

 そんな折、貴自治会連合会の活発な活動を知り、無

理を承知で視察研修をお願い致しましたところ、心良く

お引き受けいただき、今回の研修となった次第です。 

 「見守り愛チーム」の活動においては、既存の組織、

体制にこだわることなく、修正をしながら最も実効性の

ある組織編成を構築しなければならないことを痛感致

しました。 

 平常時の活動が緊急時において必ず活かされるとい

う思いを持ち続け、住民の緊急時に対する意識高揚を

計りながら、根気強く取り組む必要性を感じましたし、

「今後の課題と対策」は大いに参考になりました。 

 「みどりっこバス」いいですね。中学生ヘルパーには

驚きました。中学生にとっては掛け替えのない体験に

なるでしょうし、高齢者にとっては、若い力に接すること

により、外に出るのが楽しみになる筈です。健康の秘訣

ですね。 

 「大洞の里山つくろう会」や、その他、防犯、環境、

文化等々、王寺町と似通った事業においても、私達、

王寺町自治連合会として、今回の研修で得た知識、知

恵を活かし、行政と連携をとりつつ、町づくりの一翼を

担うことができるよう精進してまいりますので、今後とも、

ご指導賜りますようお願い申し上げます。     □■ 
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  県庁生活課  みどりっこバスに乗車して 

―県庁環境生活課 地域ｺﾐｭﾆﾃｨ室・成瀬 公人さん 

５月２３日に先進的な自治会活動を展開してみえる貴

連合会を成瀬と堀が訪問させていただきました。 

多田会長さんはじめ役員の方々からわかりやすく丁

寧なご説明を受け、自分たちの地域を良くしたいという

強い気持ちと活動へのパワーを感じました。皆さんのみ

どりのジャンパーの背中には、大きく達筆な「絆」の文字

がくっきり。当室が４月１日に立ち上げました「ぎふ地域

の絆づくり支援センター」の思いと一緒

であったことにうれしくなりました。 

その後、みどりっこバスに乗車し、地

区内を回ることとしました。新緑の中、勾配のある道路、

細い道を丁寧に運転される運転手さん、住民手作りの

停留所で乗る人、降りる人がみえ車内はほぼ満員、自

治会だよりやコンサートの案内が掲示され、お知り合い

同士の会話が弾んでいます。ほんわかゆったりとした温

かい時間が流れていました。夏祭りが近づけば「みどり

っこ音頭」がハミングされるのでしょうか。 

このみどりっこバスが地域の住民を絆

で結ぶための大きな役割をしていること、

毎月発行の自治会だよりが住民の方々の思いを受け止

め情報発信していろいろな活動を充実化していること、

そして何よりも役員さんが和気あいあいと楽しく活動され、

キラキラ輝いてみえることが地域の活性化につながって

いるんだなあと感激いたしました。今後のさらなる活動が

展開されますことを願っております。 

当センターでは、誰もが安全安心に暮らせる地域ｺﾐｭ

ﾆﾃｨを築いていくために、先進事例の情報集積、地域を

担う人材育成、地域課題の解決のための支援等を行っ

ております。本日いただいた情報は、センターの事業を

進めていく上でとても参考となりました。       □■ 

 

 里山展  大洞の里山は魅力がいっぱい 

―里山つくろう会会長・秋松 旭さん 

平成２１年１２月に立ち上げた「大洞の里山つくろう会」も

５年目を迎えました。折しも、国会で８月１１日を国民の祝

日『山の日』とすることが可決されました。この機に、里山つ

くろう会の活動、里山の鳥、昆虫、植物、硯石からの展望、

クラフト等、里山を紹介する「大洞の里山展」を

企画しました。是非ご覧ください。 

期日 ７月２２日～３０日 午前９時～午後４時 

（７月２８日は休み ７月３０日は午後４時まで） 

会場 珈琲家「茶倉」（みどり病院前） 

 郡上研修を終えて  ３分前行動が課題 

―藍川東中学校・田代 まりもさん 

みんなと活動して、私たち６班が一致団結したなぁ～

と思ったのは「カレー作り」でした。カレー作りでは各自

が分担した役割があってその一つ一つを上手くやりとげ

ないかぎりおいしいカレーができません。でも私の班は、

各自の仕事をし、他の班のお手伝いもしました。でもな

ぜか６班のカレーが１番おいしいな！と思いました。 

カレーをおいしく食べた後、みんなで後片付けをして

自分の班が終わったら、他の班の所を手伝ったりしてい

る姿がたくさんあったので「ああこれがクラス全体、班全

体で協力することなん

だなぁ」とうれしかった

です。だから私は今回

の郡上研修での目標

「進んで行動・仲間の

良さ見つけ・みんなが

楽しむ」というのは全部クリアーしたと思います。 

反省することは、３分前行動です。一人一人が意識し

ないと学年のみんなに迷惑をかけてしまいます。この研

修が終わっても３分前行動を課題としていきます。 □■ 

 

 連合会新理事  地域の歴史を調べると 

―芥見東自治会連合会理事・中野 秀樹 

今年度より連合会理事に選任されました。地域のこと

をよく知らなければと色々勉強をした所、今まで知らなか

ったことを多く知ることができました。 

この地域の歴史：江戸時代、この地域は各務郡（高富藩

領）と山県郡（天領）であった。 

・１８９６年（明治２９年）４月１８日―各務郡、厚見郡、方

県郡（一部）が合併し、稲葉郡となる。 

・１８９７年（明治３０年）４月１日―稲葉郡芥見村と大洞村

が合併し、芥見村になる。 

・１９５６年（明治３１年）４月１日―山県郡厳美村の一部

が芥見村に編入される。 

・１９５８年（昭和３３年）４月１日―岐阜市に編入され、芥

見村は消滅する。 

参考：１９５６年（昭和３１年）に新市町村建設促進法が施

工された際、稲葉郡のうち旧各務郡（那加町、蘇原町、

鵜沼町、稲葉町、芥見村）の４町１村で合併し市制施行

が計画されたという。しかし、芥見村は名鉄美濃町線、

長良川、県道（後の国道１５６号）により岐阜市との繋がり

が強いこともあったため岐阜市への編入を選択すること

となりました。知っているようで、知らない・・・地域の歴史

でした。                          □■ 


